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2019年も広報あっさぶをご覧いただき誠にありがとうございました
2019年の町の主な出来事を広報あっさぶでふりかえります

沢部のあゆみ

2020年
どうか皆様にとって
良い１年となりますように
今後とも広報あっさぶを
ご愛顧賜りますよう
よろしくお願いいたします

春

集

新

特

（５月）
「館小緑の少年団代表３名の『緑の宣言』」

▲『檜山の森づくり植樹祭inあっさぶ』（６月号）

（３月）
「保育所最後の卒園式

涙・涙・涙のお別れに」

▲『厚沢部保育所卒園式』（４月号）

（３月）
「伝承、そして、新たな風へ

子ども鹿子舞」

▲『富栄敬老祝賀会』（５月号）

（６月）
「厚沢部川の豊かな資源

を守り続け半世紀」

▲『第21回日本水大賞『市民活動賞』を受賞』
（８月号）

（12月）
「館町サロン本格始動」

▲『館町サロンそば打ち教室』（今月号）

3

（１月）
「厚沢部町の農業を背負っていく」

▲『後継就農者認定式』（２月号）

20１９年の厚

ゆく年あっさぶの１年

（４月）
「４期目の渋田町政がスタート！」

▲『所信表明』（６月号）

（４月）
「認定こども園はぜるが開園！」

▲『特集 厚沢部町認定こども園』（６月号）

（２月）
「真冬に焼肉！？マチに賑わいを！」

▲『冬の道駅まつり』（３月号）

春

集

新

特

（10月）
「当たり前のことを

当たり前にできるように」

▲『公営塾１周年！』（11月号）

（８月）
「戦争の記憶を風化させない」

▲『忠魂碑建立100周年記念事業』（９月号）
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寝
ず
身
の
ご
と
く

「
素
敵
な
過
疎
の

ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
」

ま
い
し
ん

の
で
あ
り
ま
す
。

10
月
の
消
費
税
率
引
き
上
げ
か

ら
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。政
府
は
、

幼
児
教
育
の
無
償
化
な
ど
、未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
や
子
育
て
世

代
に
投
資
し
、全
て
の
世
代
が
安

心
で
き
る
社
会
保
障
改
革
を
進
め

て
お
り
ま
す
が
、経
済
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
発
行
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
な
ど
消

費
の
下
支
え
を
図
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

今
後
も
山
積
す
る
多
く
の
課
題

解
決
に
向
け
、国
の
速
や
か
で

し
っ
か
り
と
し
た
責
任
あ
る
対
応

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

◆

◆

◆

昨
年
も
国
内
で
は
、自
然
災
害

の
多
い
年
で
し
た
。特
に
、台
風

15
、
15

19
号
の
上
陸
に
よ
る
関
東
東

み
、町
民
が
安
心
、安
全
で
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
素
敵
な
過
疎
の

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
所
存
で
あ

り
ま
す
。今
後
も
、町
民
皆
様
と
議

員
各
位
の
ご
理
解
、ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

◆

◆

◆

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、国

内
で
は
、５
月
１
日
、元
号
が
平
成

か
ら
令
和
へ
と
改
元
さ
れ
、10
月

22
日
に
、新
天
皇
の「
即
位
礼
正
殿

の
儀
」が
と
り
行
わ
れ
、即
位
が
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。上
皇
陛
下
が
築

か
れ
た「
行
動
す
る
天
皇
像
」を
受

け
継
ぐ
決
意
や
我
が
国
の
一
層
の

発
展
と「
国
民
の
幸
福
」「
世
界
の

平
和
」を
願
う
お
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。令
和
が
平
和
で
、平
穏
な
時

代
で
あ
り
、世
界
を
リ
ー
ド
す
る

日
本
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
う
も

町
民
の
皆
様
、新
年
明
け
ま
し

て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
令
和
２
年
の
輝

か
し
い
新
春
を
、皆
様
と
共
に
迎

え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
の
町
長
選
挙
に
お
い
て
私

は
、町
民
皆
様
の
ご
支
持
に
よ
り

ま
し
て
、無
投
票
当
選
の
栄
に
浴

し
、か
つ
て
の
大
先
輩
で
あ
り
ま

す
東
崎
村
長
と
並
ぶ
４
期
目
の
町

政
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

誠
に
身
に
余
る
光
栄
と
と
も
に
、

責
任
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、こ
れ

ま
で
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
先
人

方
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

決
意
を
新
た
に
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

私
に
と
っ
て
町
長
就
任
４
期
２

年
目
の
今
年
は
、公
約
の
着
実
な

推
進
と
新
た
な
施
策
に
取
り
組

厚
沢
部
町
長

渋

田

正

己

副 町 長

松 橋 道 雄

◆
保
健
福
祉
課

課

長

笹

森

浩

明

三

橋

玲

子

主

幹

斉

藤

紋

子

木

村

千

律

福
祉
係
長

太

田

聡

子

青

柳

秀

和

船

瀬

祥

太

介
護
保
険
係
長

石

井

淳

平

石

田

和

子

小

橋

朱

理

健
康
増
進
係
長

藤

岡

智

恵

健
康
増
進
係

並

川

麻

子

〃

奈

良

陽

子

小

森

麗

奈

国
保
係
長

杉

野

剛

増

田

聡

住
民
年
金
係
長

中

里

孝

子

小

森

賢

人

◆
総
務
政
策
課

課

長

朝

倉

秀

美

総
務
係
長

二

宮

和

之

総

務

係

首

藤

浩

平

〃

飴

谷

美

咲

藤

田

智

美

住
民
運
動
係

川

瀬

皓

太

政
策
振
興
係
長

三

戸

康

彰

政
策
振
興
係

蛯

名

拓

斗

総
務
政
策
課
付

佐

藤

秀

一

◆
税
務
財
政
課

課

長

合

浦

博

昭

安

達

達

也

財
政
係
長

安

田

光

財
政
係
主
査

福

田

亜
矢
子

経
理
管
財
係
長

能

代

一

史

課
税
収
納
係

丸

山

祐

樹

谷

口

方

基

課

長

補

佐

兼

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
長

主
幹
兼
介
護
保
険

係
兼
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
係

課

税

収

納

係

兼
経
理
管
財
係

住
民
年
金
係

兼

国

保

係

教 育 長

鈴 木 聡

主

幹

兼

課
税
収
納
係
長 謹

賀
新
年

国
保
係
主
査

兼
住
民
年
金
係

福

祉

係

兼

生

活

環

境

係

年

頭

の

ご

挨

拶

福
祉
係
主
査
兼

介

護

保

険

係

住
民
運
動
係
長

兼
政
策
振
興
係

健
康
増
進
係
兼

子
育
て
支
援
係

地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係
主
任

包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
係
主
査
兼

健

康

増

進

係
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北
に
か
け
て
の
被
害
は
甚
大
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
、い
ま
だ
避
難
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
方
々
に
は
、衷

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、一
日
も
早
い
復
旧
復

興
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、幸
い

に
も
大
き
な
災
害
は
な
く
、安
堵

し
て
お
り
ま
す
が
、い
つ
起
こ
り

得
る
か
わ
か
ら
な
い
自
然
災
害
の

脅
威
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。

常
日
頃
か
ら
防
災
意
識
を
持

ち
、災
害
に
対
し
て
の
心
構
え
が

重
要
で
あ
る
と
あ
ら
た
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。今
年

は
、天
候
に
恵
ま
れ
、穏
や
か
な
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。

◆

◆

◆

昨
年
４
月
か
ら
３
保
育
所
を
統

合
し
、待
望
の「
認
定
こ
ど
も
園
」

を
開
設
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち

は
、の
び
の
び
と
元
気
に
仲
良
く

通
園
し
て
お
り
、園
内
に
は
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
設
置
し
、さ

ま
ざ
ま
な
子
育
て
の
悩
み
に
対
応

し
て
お
り
ま
す
。今
後
も
地
域
に

お
け
る
子
育
て
の
拠
点
と
し
て
の

役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、都
市
部
と
同
等
な
教
育

機
会
を
提
供
し
、学
力
の
底
上
げ

と
時
代
に
対
応
し
た
資
質
の
養
成

を
目
的
に
開
設
し
た「
公
営
塾
」

は
、２
年
目
を
迎
え
、中
学
生
全
学

年
と
高
校
１
年
生
を
対
象
に
、50

名
を
超
え
る
生
徒
が
受
講
し
て
お

り
ま
す
。昨
年
の
第
１
期
生
は
21

名
全
員
が
第
１
志
望
校
へ
進
学
し

ま
し
た
。本
人
の
努
力
は
も
ち
ろ

ん
で
す
が
、塾
の
先
生
方
の
熱
心

な
指
導
の
賜
物
と
理
解
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。学
力
向
上
の
み
な

ら
ず
、個
人
の
資
質
を
磨
き
、将

来
、本
町
の
発
展
に
貢
献
で
き
る

人
材
が
１
人
で
も
多
く
輩
出
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
の
環
境
整
備
や
子
育
て
支
援

策
を
充
実
さ
せ
、子
育
て
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま

す
。

年頭のご挨拶

◆

◆

◆

今
年
は
子
年（
ね
ず
み
年
）。五

穀
豊
穣
と
商
売
繁
盛
の
神
と
い
わ

れ
る
七
福
神「
大
黒
天
」の
そ
ば

に
、よ
く
鼠（
ね
ず
み
）が
侍（
は

べ
）っ
て
い
ま
す
。

鼠
は
台
所
を
守
り
、ま
た
食
料

を
守
る
動
物
と
考
え
ら
れ
、大
黒

天
の
使
い
と
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。ま
た
、鼠
は
予
知
能
力
が
あ
る

と
も
い
わ
れ
、先
を
見
通
す
こ
と

で
利
益
を
得
る
縁
起
物
で
、招
福

の
お
守
り
と
し
て
も
崇
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、鼠
は「
寝
ず
身
」に
通

じ
、大
変
よ
く
働
く
こ
と
を
意
味

し
、蓄
財
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。多
く
の
子
ど
も
を
産
み
増

や
す
と
い
う
こ
と
か
ら
子
孫
繁
栄

を
願
う
縁
起
物
で
も
あ
り
ま
す
。

子
年
に
ち
な
み
、「
寝
ず
身
」の
ご

と
く「
素
敵
な
過
疎
の
ま
ち
づ
く

り
」に
ま
い
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
・
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆

◆

◆

結
び
に
あ
た
り
、皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
多
幸
を
、心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
、年
頭
の
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

◆
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る

（兼）
園

長

斉

藤

紋

子

中

里

知

弘

主
任
保
育
教
諭

橋

端

純

恵

〃

西

村

智

香

保
育
教
諭

朝

倉

愛

〃

朝

倉

美

樹

〃

丹

保

沙
知
子

◆
農
林
商
工
課

是

廣

善

勝

北

川

広

幸

主

幹

津

野

修

農
業
振
興
係
長

中

川

一

秀

農
業
振
興
係

上

條

公

大

堂

下

貴

宏

大

山

剛

弘

農
村
整
備
係
長

木

口

孝

志

林
業
振
興
係
長

藤

八

伸
太
郎

林
業
振
興
係

荒

木

敬

仁

◆
建
設
水
道
課

課

長

中

野

健

二

服

部

常

人

万

所

貴

之

紺

野

和

美

土
木
係
主
査

大

森

秀

行

佐

藤

武

徳

上
下
水
道
係
長

安

沢

富
士
子

福

島

耕

〃

久
保
田

和

敏

◆
出
納
課

石

村

和

子

出

納

係

清

水

智

美

◆
議
会
事
務
局

森

理

生

総

務

係

吉

田

友

耶

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

（兼）
事
務
局
長

是

廣

善

勝

総
務
係
長

小

西

智

晴

（兼）
総
務
係

荒

木

敬

仁

◆
教
育
委
員
会
事
務
局

沼

下

利

広

主

幹

三

上

光

憲

学
校
教
育
係
長

森

英

治

上

戸

陽

介

社
会
教
育
係
長

板

坂

勇

社
会
教
育
係

佐

藤

優

平

〃（
学
芸
員
）

富

塚

龍

三

上

裕

介

◆
選
挙
管
理
委
員
会

（兼）
書
記
長

朝

倉

秀

美

（兼）
書

記

二

宮

和

之

（兼）
書

記

首

藤

浩

平

◆
監
査
委
員

（兼）
書

記

朝

倉

秀

美

（兼）
書

記

二

宮

和

之

（兼）
書

記

首

藤

浩

平

管
理
係
主
査
兼

住

宅

施

設

係

農
業
振
興
係
（
活
性

化
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

総
合
給
食
セ

ン

タ

ー

係

住
宅
施
設
係
長

兼

建

築

係

主

幹

兼

商
工
観
光
係
長

農

業

振

興

係

兼
商
工
観
光
係

事
務
局
長
兼

総

務

係

長

会
計
管
理
者
兼

出

納

課

長

兼

出

納

係

長

上
下
水
道
係

主

査

課

長

（
北
海
道
か
ら
派
遣
）

主
幹
兼
建
築

係
長
兼
住
宅

施

設

係

管
理
係
長
兼

土

木

係

長

学
校
教
育
係
主

査
兼
総
合
給
食

セ

ン

タ

ー

係

主
幹
兼
総
合
給
食

セ
ン
タ
ー
長
兼

総
合
給
食
セ
ン

タ

ー

係

長

子
育
て
支
援
係

長
兼
生
活
環
境

係

長
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実
現
す
る
た
め
の
雇
用
制
度
や
未

来
を
担
う
子
ど
も
達
、子
育
て
世

代
へ
の
大
胆
な
投
資
を
実
現
さ

せ
、全
世
代
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
施
策
の
実
行
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
す
。

現
代
社
会
を
取
り
巻
く
環
境
が

著
し
く
変
化
す
る
中
で
、地
方
行

政
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責
任

は
、ま
す
ま
す
大
き
く
、将
来
に
わ

た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、地
域
の
特
色

を
出
し
た
地
方
創
生
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
も
、令
和
２
年

度
よ
り
、新
た
な
地
方
版
総
合
戦

略
に
取
り
組
む
こ
と
か
ら
、こ
れ

ま
で
の
実
績
を
検
証
し
そ
れ
を
踏

ま
え
た
上
で
、次
の
ス
テ
ッ
プ
に

進
む
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

よ
り
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す
い
議

会
運
営
を
行
い
な
が
ら
、行
政
と

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。輝
か
し
い
令
和
２

年
の
新
春
を
町
民
の
皆
様
と
共
に

迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
昨
年
５
月
の
臨
時
会
に
お

き
ま
し
て
再
度
、議
長
と
い
う
大

役
を
仰
せ
つ
か
り
、そ
の
職
責
の

重
大
さ
を
認
識
し
つ
つ
町
民
の
皆

様
と
議
員
各
位
の
ご
協
力
を
賜

り
、町
政
の
発
展
と
円
滑
な
議
会

運
営
を
め
ざ
し
て
誠
心
誠
意
努
め

て
参
り
ま
し
た
。新
し
い
年
を
迎

え
る
に
あ
た
り
、皆
様
方
の
ご
指

導
、ご
協
力
に
対
し
あ
ら
た
め
て

感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、９
月
11
日
に
第
４
次
安
倍
第

２
次
改
造
内
閣
が
発
足
し
ま
し

た
。「
我
が
国
が
直
面
す
る
最
大
の

課
題
は
国
難
と
も
呼
ぶ
べ
き
少
子

高
齢
化
で
あ
る
」と
し
、社
会
保
障

制
度
の
改
革
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
お
り
ま
す
。生
涯
現
役
社
会
を

厚
沢
部
町
議
会
議
長

鈴

木

祥

司

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委

員

長

髙

田

一

弥

副
委
員
長

松

村

松

雄

委

員

中

山

俊

勝

委

員

上

戸

昌

行

委

員

山

田

克

哉

▼
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委

員

長

濵

塚

久

好

副
委
員
長

香

川

直

樹

委

員

佐
々
木

宏

委

員

山

崎

孝

副議長

佐々木 宏

の
連
携
と
、継
続
し
た
運
営
の

チ
ェ
ッ
ク
に
努
め
て
参
る
所
存
で

あ
り
ま
す
。

厚
沢
部
町
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ

と
に
誇
り
と
自
信
を
持
て
る「
安

全
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く

り
」の
た
め
に
、そ
の
職
責
を
果
た

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、ご
支
援

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、迎
え
ま
し
た
新
年

が
皆
様
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
い
た
し

ま
し
て
年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

◆
国
保
病
院

院

長

佐
々
木

紀

仁

෭

院

長

木

村

一

隆

医

師

岡

本

悠

〃

南

田

英

俊

事

務

長

髙

野

政

人

森

ゆ
か
り

林

慶

太

坂

本

和

晃

管
理
栄
養
士

道

島

洋

子

薬
剤
師
長

金

澤

潤

子

看
護
師
長

鈴

木

ゆ
き
み

主
任
看
護
師

中

島

育

子

〃

丹

保

麻

美

看

護

師

中

川

麻

子

〃

溝

口

真
由
美

〃

高

杉

裕
美
子

〃

國

仙

若

子

〃

尾

山

順

子

〃

杉

野

麻

美

〃

亀

田

美
智
子

〃

増

崎

麻

希

〃

青

柳

裕

美

〃

川

股

登
和
子

松

橋

和

子

准
看
護
師

大

滝

美
千
代

〃

岩

田

久
美
子

〃

下
川
部

紀

子

◆
厚
沢
部
消
防
署

署

長

相

馬

優

福

田

昭

浩

中

山

博

之

庶
務
係
長

松

原

茂

樹

管
理
係
長

下
川
部

純

並

川

光

生

加

澤

寛

明

予
防
係
長

三

崎

慶

智

酒

井

遵

樹

松

神

雅

朗

救
急
係
長

太

田

稔

久

救

急

係

庄

山

一

輝

森

山

泰

凪

警
防
係
主
任

柴

田

直

行

警

防

係

唯

大

介

〃

佐
々
木

智

也

◇
派
遣

北
海
道
農
政
部
農
業
経
営
課

田

中

将

之

新

年

の

ご

挨

拶

総

務

係

長

兼

医

事

係

臨

床

検

査

技

師

長

医

事

係

長

兼

総

務

係

主

幹

兼

危
険
物
係
長

主

幹

兼

警
防
係
長

予

防

係

兼

警

防

係

救

急

係

兼

警

防

係

予

防

係

兼

危

険

物

係

管
理
係
主
任
兼

庶

務

係

主

任

管

理

係

兼

庶

務

係

看

護

師

（
再
任
用
）
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新年のご挨拶

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。年
頭
に
あ
た
り
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、日
頃
よ
り
農
業
委
員
会

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、年
号
も
令
和
へ
と
変

わ
り
大
き
く
動
い
た
年
で
あ
っ
た

と
思
い
ま
す
。ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
で
の
日
本
代
表
の
活
躍

も
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

当
町
に
お
い
て
は
、大
き
な
災
害

等
も
な
く
、こ
こ
最
近
の
年
に
比

べ
穏
や
か
な
年
で
あ
っ
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。今
年
も
天
候
等
に
恵

ま
れ
良
い
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
る

よ
う
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
、任
期
満
了
に
よ
り
７

月
に
改
選
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。農
業
委
員
の
募
集
に
つ
い
て

は
、公
募
を
行
い
町
長
に
よ
る
選

任
と
い
う
流
れ
と
な
り
ま
す
。募

集
内
容
に
つ
い
て
は
、後
ほ
ど
町

広
報
誌
等
で
周
知
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
の
で
、ご
確
認
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

現
農
業
委
員
の
任
期
は
残
り
半

年
ほ
ど
と
な
り
ま
す
が
、農
地
等

の
利
用
最
適
化（
担
い
手
へ
の
農

地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
等
）の
推

進
、現
地
調
査
等
に
お
い
て
も
引

き
続
き
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

ま
た
、委
員
と
し
て
の
研
鑽
を

重
ね
積
極
的
に
研
修
等
も
受
講

し
、農
業
委
員
会
の
運
営
に
か
か

る
知
識
等
を
よ
り
高
め
て
い
き
、

「
農
地
の
番
人
」と
し
て
高
い
中
立

性
と
地
域
か
ら
の
厚
い
信
頼
を
得

ら
れ
る
よ
う
、農
業
委
員
会
の
体

制
強
化
を
継
続
的
に
図
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
は
、従
事
者
の
高
齢
化
、後

継
者
不
足
、鳥
獣
被
害
、悪
天
候
な

ど
に
よ
る
農
地
、農
作
物
等
被
害

対
策
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。農
業
者
が
将
来
に
希
望
を
持

ち
、持
続
的
か
つ
発
展
性
の
あ
る

農
業
経
営
の
た
め
、長
期
的
な
観

点
と
実
効
性
の
あ
る
政
策
と
支
援

が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

く
れ
ぐ
れ
も
農
作
業
事
故
・
農

薬
事
故
は
起
こ
さ
な
い
よ
う
十
分

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、皆
さ
ま

が
健
康
で
楽
し
く
過
ご
し
て
い
か

れ
る
よ
う
願
い
、年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
農
業
者
年
金
、売
買
・
貸
借
・
相
続
等

農
地
に
関
す
る
事
は
、農
業
委
員

会
事
務
局（
緯
６
４
‐
３
３
１
４
）へ

会

長

外

﨑

明

会
長
代
理

小
野
寺

孔

委

員

吉

田

藍

〃

奈

良

正

人

〃

佐

藤

美
登
子

〃

木

口

幸

弘

〃

高

田

隆

〃

前

田

秀

幸

〃

西

口

智

章

〃

斉

藤

和

博

〃

佐

藤

龍

也

〃

下
川
部

和

宏

〃

佐

藤

貴

彦

〃

由

利

昭

人

（
議
席
番
号
順
）

会 長

外 﨑 明

農
業
委
員
会
だ
よ
り

だ
よ
り

新
年
の
ご
挨
拶

103

第
４
回
町
議
会
定
例
会
が
12
月
12

11
日

12

11

（水）
か
ら
２
日
間
開
催
さ
れ
、
令
和

元
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
補
正
予
算
や
条
例
の
改
正
等
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
議
事
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、『
議
会
だ
よ
り
２
月

号
』及
び『
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
』
で
お
伝
え
し
ま
す
。

第
４
回
町
議
会
定
例
会

一
般
会
計
予
算
を
追
加

令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
３
千
１
８
４
万
２
千
円
を
追

加
し
予
算
総
額
を
43
億
７
１
５
万

１
千
円
と
し
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
と
し
て

総
務
費
で
は
、旧
鶉
保
育
所
ト
イ

レ
等
改
修
工
事
費
、民
生
費
で
は
、

高
齢
者
等
生
活
支
援
業
務
委
託

料
、重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
扶

助
費
、衛
生
費
で
は
、簡
易
水
道
事

業
特
別
会
計
繰
出
金
の
減
額
、農

林
水
産
業
費
で
は
、
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
繰
出
金
の
減

額
、町
有
林
撫
育
管
理
枝
打
事
業

委
託
料
、商
工
費
で
は
、重
点
道
の

駅
駐
車
場
整
備
工
事
費
、公
債
費

で
は
、
長
期
借
入
金
元
利
償
還
金

で
あ
り
ま
す
。

２
氏
が
一
般
質
問

一
般
質
問
は
山
崎
孝
議
員
と
山

田
克
哉
議
員
が
行
い
、山
崎
議
員

は『
国
営
相
和
地
区
農
地
開
発
事

業
受
益
者
負
担
金
の
納
付
実
態
と

方
向
』な
ど
２
件
、山
田
議
員
は

『
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
運
営
状
況
』

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

Vol.



8

行政情報

まちづくり座談会

町
政
要
望
を
取
り
ま
と
め

　

現
在
、１
月　
17
日　
17

（金）
を
締
め
切
り
に

各
町
内
会
長
宛
て
に
町
政
要
望
の
取
り

ま
と
め
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。ま
ち
づ

く
り
座
談
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
が

要
望
し
た
い
こ
と
が
あ
る
な
ど
と
い
っ

た
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
意
見
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
町
民
の
声
を
大
切
に
素
敵
な

過
疎
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

12
月
３
日　

12

（火）
か
ら
９
日　

12

（火）

（月）
に
か
け
て
、町
内
５
会
場
で
ま
ち
づ

く
り
座
談
会
を
開
催
し
、町
民
や
議
会
議
員
ら
延　
98
名
が
出
席
。ま

ち
づ
く
り
に
対
す
る
意
見
や
要
望
、地
域
が
抱
え
る
問
題
等
に
つ

い
て
町
長
ら
と
懇
談
し
ま
し
た
。

町
よ
り
５
点
を
資
料
説
明

　

座
談
会
の
冒
頭
、町
か
ら
次
の
５
点
に
つ

い
て
の
報
告
並
び
に
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
配
付
し
た
資
料
は
、町
Ｈ
Ｐ
の『
行
政
情

報
→
ま
ち
づ
く
り
』で
公
開
し
て
い
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、ご
不
明
な
点
等
あ
り
ま
し
た
ら
、お

気
軽
に
各
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

①
消
費
税
増
税
に
伴
う
使
用
料
等
の
改
定

　

に
つ
い
て

　
　
　

【
担
当
・・
詳
し
く
は
ペ
ー
ジ
下
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
ご
覧
く
だ
さ
い
】

②
新
幹
線
ト
ン
ネ
ル
対
策
土
対
応
に
つ
い
て

　
　
　

【
担
当
・・
総
務
政
策
課
政
策
振
興
係
】

③
高
齢
者
生
活
支
援
事
業（
訪
問
介
護
）

　

に
つ
い
て

　
　
　

【
担
当
・・
保
健
福
祉
課
介
護
保
険
係
】

④
洪
水
浸
水
最
大
想
定
区
域
に
つ
い
て

　
　
　

【
担
当
・・
総
務
政
策
課
住
民
運
動
係
】

⑤
病
院
再
編
に
つ
い
て

　
　
　

【
担
当
・・
国
保
病
院
事
務
局
】

　

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら

使
用
料
・
手
数
料
が
変
わ
り
ま
す

▲

改
定
と
な
る
使
用
料

　

集
会
施
設
等
の
使
用
料
に
関
し

て
４
月
１
日
よ
り
原
則
、
消
費
税

率
５
％
分
（
平
成　
26
年
の
増
税
時

に
改
定
を
見
送
っ
た
た
め
）
の
増

額
改
定
を
行
い
ま
す
。
主
な
対
象

施
設
と
担
当
係
は
次
の
と
お
り
で

す
。

■
公
共
施
設
等
使
用
料

●
各
地
区
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

●
館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

●
鶉
地
区
多
目
的
研
修
セ
ン
タ
ー

【
担
当
‥
建
設
水
道
課
住
宅
施
設
係
】

●
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

【
担
当
‥
保
健
福
祉
課
福
祉
係
】

●
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー

【
担
当
‥
農
林
商
工
課
商
工
観
光
係
】

※
上
下
水
道
料
や
各
施
設
の
入
浴

　

料
は
据
え
置
き
と
し
ま
す
。

■
体
育
施
設
等
使
用
料

●
総
合
体
育
館

●
プ
ー
ル
・
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場

【
担
当
‥
教
育
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　
  
社
会
教
育
係
】

※
当
分
の
間
、
町
民
は
無
料
で
す
。

▲

改
定
と
な
る
手
数
料

　

各
手
数
料
に
関
し
て
他
市
町
村

と
比
較
し
て
料
金
が
大
き
く
異
な

る
も
の
に
関
し
て
改
定
し
ま
す
。

●
印
鑑
登
録
証
交
付
手
数
料

●
住
民
票
等
交
付
手
数
料

●
戸
籍
の
附
票
等
の
写
し
・
証
明

　

書
交
付
手
数
料

●
住
民
基
本
台
帳
の
閲
覧
手
数
料

●
身
分
証
明
手
数
料

【
担
当
‥
保
健
福
祉
課
住
民
年
金
係
】

●
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に

　

基
づ
く
嘱
託
登
記
手
数
料

【
担
当
‥
農
業
委
員
会
事
務
局
】

☆
不
明
な
点
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

　

ら
、
各
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

　

だ
さ
い
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除雪に関するお願い

車道や歩道へ雪を出さないでください

除雪の妨げとなる路上駐車はやめましょう
　雪の量が増えてくる時期となりました。雪かきなどで町民のみなさまが苦労され

ていると思いますが、みなさまにお願いがあります。

●車道や歩道は雪捨て場ではございません。宅地内の雪については　「各自

　の責任」で除排雪し、処理をお願いします。車道や歩道に雪を出すと、車

　や歩行者の通行の妨げとなります。特に除排雪後の歩道への雪出しが原因

　による歩行者への安全確保が困難となる事例が多くあります。

　※除雪作業効率化のため、除雪後の道路への雪投棄ついては町では行いま

　せんので各自で処理をお願いします。

●路上駐車は、除雪作業に支障をきたすばかりでなく、吹雪や夜間などには

　事故発生の原因ともなりますので、路上駐車はしないようにしましょう。

【町からのお願い】

　冬期間における安全で円滑な道路交通を確保するため、除雪作業の実施に努めて

　おります。しかし、降雪量や雪質、降雪の時間帯や天候の状況などにより、作業

　に遅れが生じ大変ご迷惑をおかけする場合もございますが、除雪作業を効率的・

　効果的に進めるため、町民のみなさまのご理解とご協力をお願いします。

行 政 情 報

※本町の佐藤祐子さんと館町１区の谷口匡佐子さんは主任児童委員も兼務しています。

知知っていますか知っていますか？？ 委委員員のの『『氏氏名名・・任任務務をを紹紹介介』』しましますす

担当委員氏名地区名

廣　澤　カツヱ美和

門　間　紀美子富栄

杉　村　憲　子松園町・上の山・緑町

佐　藤　祐　子本町

近　藤　良　信新町１区

泉　　　ヱツ子新町２区

倉　谷　正　司赤沼町１区

替　地　秀　子赤沼町２区

飴　谷　あけみ上里

三　上　慶　光滝野・稲見・清水

担当委員氏名地区名

川　村　龍　子鶉

弘平谷　有紀子鶉町

東　谷　道　子木間内・社の山・旭丘

森　髙　貴　子相生・共和

澤　口　安　秀新栄・当路

松　岡　万里子南館町・城丘

谷　口　匡佐子館町1区・中館（甲線）

松　原　ケイ子館町2区・中館（乙線）

尾留川　ゆかり館町３区

松　橋　恭　子富里・須賀

　民生・児童兼福祉委員は、高齢者や障が

い者、ひとり親家庭などの福祉向上や児童

の健全育成に向け、あなたの地域で身近な

相談相手となり、地域住民と行政とのパイ

プ役となります。

　厚沢部町では70歳以上の独居世帯、80歳

以上の高齢者世帯などを対象に、1カ月に1

回訪問して安否確認を行う「愛のふれあい

訪問事業」も民生・児童委員が担当してい

ます。

1.民生・児童兼福祉委員とは 2.民生・児童兼福祉委員の任務

担当委員に相談し

たいことがある方

や連絡先が知りた

い方は担当係まで

ご連絡ください。

【担当】

保健福祉課福祉係

TEL：64-3319

≪お問い合わせ先≫

建設水道課土木係・管理係

　　　　　　TEL：64-3315
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側
の「
建
物
２
」は
、殿
様
が
日
常

的
な
政
務
を
行
う「
常
御
殿
」に
相

当
す
る
建
物
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

２
つ
の
建
物
は
江
戸
時
代
の
お
城

に
は
必
ず
あ
る
中
心
的
な
建
物
で

す
。つ
ま
り
、館
城
が
松
前
藩
の
正

式
な
お
城
と
し
て
建
て
ら
れ
た
こ

と
を
示
す
証
拠
と
な
っ
た
の
で

す
。

【
介
護
保
険
係
長　

石
井　

淳
平
】

　

館
城
の
御
殿
を
描
い
た
と
思
わ

れ
る『
館
築
城
図
』は
、残
念
な
が

ら
そ
の
ま
ま
で
は
現
地
の
礎
石
配

置
と
は
一
致
し
ま
せ
ん
。

　

現
地
の
礎
石
と
矛
盾
な
く
合
致

さ
せ
る
た
め
に
、苦
肉
の
策
と
し

て
図
面
を
２
つ
に
分
割
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

右
側
の「
建
物
１
」は
殿
様
と
そ

の
家
族
が
暮
ら
す「
奥
御
殿
」、左

あ
っ
さ
ぶ
のの
昔
のの
話
題題

図
面
と
礎
石
の
苦
肉
の
策

活
性
化
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

だ
よ
り

土
壌
分
析
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。本
年
も
当
施
設
は
厚
沢

部
町
の
農
業
生
産
の
サ
ポ
ー
ト
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

で
は
冬
期
間
、石
灰
や
苦
土
、加

里
、リ
ン
酸
を
含
む
多
項
目
の
土

壌
分
析
を
中
心
に
作
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。こ
れ
は
作
付
け
す
る
圃

場
の
健
康
診
断
の
よ
う
な
も
の

で
、生
産
者
が
土
の
状
態
を
把
握

し
末
永
く
生
産
で
き
る
よ
う
土
づ

く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま

す
。

　

調
べ
る
項
目
は
色
々
あ
り
ま
す

が
、そ
の
中
で
も
最
も
重
要
な
項

目
は
ｐ
Ｈ（
ピ
ー
エ
イ
チ
、ペ
ー

ハ
ー
）で
、土
壌
酸
度
と
も
言
い
ま

す
。
日
本
の
よ
う
に
雨
が
多
い
土

地
で
は
、放
っ
て
お
く
と
ｐ
Ｈ
は

自
然
に
下
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ｐ
Ｈ
は
低
す
ぎ
て
も
、
高
す
ぎ

て
も
、
肥
料
の
成
分
が
作
物
に
吸

収
さ
れ
に
く
く
な
り
ま
す
の
で
、

栽
培
す
る
作
物
に
適
正
な
ｐ
Ｈ
の

維
持
を
心
が
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。実
際
に
ｐ
Ｈ
を
上
げ
る
に
は
、

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
石
灰
質

資
材
を
施
用
し
ま
す
。

　

施
用
量
な
ど
分
か
ら
な
い
事
が

あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
当
施
設
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☆
問
合
せ
先　

活
性
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
  ☎
６
５
‐
６
０
６
１

　

【
農
業
振
興
係　

堂
下　

貴
宏
】

▼土壌の成分値を計測中

▲ｐＨメータで計測中

　

町
で
は
町
民
１
，
０
０
０
人
を

対
象
に
し
た
「
第
６
次
厚
沢
部
町

総
合
計
画
」
と
「
第
２
次
地
方
創

生
総
合
戦
略
」
策
定
に
関
す
る
町

民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
送
し
ま
し

た
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は　
10
年
に
１

度
の
総
合
計
画
と
５
年
に
１
度
の

総
合
戦
略
策
定
に
向
け
て
、
事
前

調
査
と
し
て
町
民
の
声
を
伺
う
大

事
な
も
の
で
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
が
届
い
て
い
る
方

で
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
・
出
し

忘
れ
て
い
た
方
は
１
月
５
日　

（日）
ま

で
に
投
函
す
る
よ
う
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
説
明
に

も
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、　

18
歳
以

上
の
お
子
さ
ん
等
で
町
外
に
い
て

回
答
が
難
し
い
場
合
は
代
わ
り
に

ご
家
族
の
方
が
ご
回
答
く
だ
さ

い
。

☆
問
合
せ
先

　

総
務
政
策
課
政
策
振
興
係

☎
６
４
‐
３
３
１
１

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
を
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今
年
１
月
か
ら
法
テ
ラ
ス
江
差

法
律
事
務
所
に
着
任
し
た
、弁
護

士
の
森
脇
崇（
も
り
わ
き
た
か
し
）

で
す
。弁
護
士
に
な
っ
て
今
年
で

５
年
目
で
す
。こ
こ
に
来
る
前
ま

で
は
、東
京
都
立
川
市
に
あ
る
法

テ
ラ
ス
事
務
所
で
勤
務
し
て
い
ま

し
た
。

　

生
ま
れ
は
島
根
県
の
と
あ
る
海

沿
い
の
集
落
で
す
が
、家
族
の
仕

事
の
関
係
で
、実
際
に
長
く
暮
ら

し
た
の
は
神
奈
川
県
川
崎
市
で

す
。東
京
の
大
学
を
卒
業
し
た
後
、

司
法
試
験
を
受
験
す
る
た
め
、い

わ
ゆ
る
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
と
い
う
専

門
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。こ

の
と
き
に
北
海
道
大
学
の
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
を
選
択
し
た
の
で
、受
験

生
時
代
に
は
札
幌
で
数
年
暮
ら
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
の
法
テ
ラ
ス
江
差
へ
の

赴
任
は
弁
護
士
に
な
っ
て
４
つ
目

の
赴
任
地
と
な
り
ま
す
。所
属
弁

護
士
の
定
期
的
な
転
勤
が
当
事
務

所
の
特
徴
で
す
が
、歴
代
の
先
輩

弁
護
士
が
築
い
て
き
た
良
い
と
こ

ろ
は
し
っ
か
り
継
承
し
つ
つ
、そ

こ
に
私
な
り
の
彩
り
を
少
し
ず
つ

で
も
添
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ

ば
い
い
な
、と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

檜
山
地
方
で
暮
ら
す
の
も
仕
事

を
す
る
の
も
、人
生
で
初
め
て
の

こ
と
で
す
。初
め
て
の
土
地
は

や
っ
ぱ
り
最
初
ド
キ
ド
キ
し
ま
す

が
、今
は
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
み
な
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。「
弁
護
士

と
し
て
大
切
な
こ
と
は
、ど
こ
に

行
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
」と
思
い

つ
つ
、「
こ
の
檜
山
地
方
だ
か
ら
こ

そ
求
め
ら
れ
る
こ
と
、必
要
な
こ

と
」も
き
っ
と
あ
る
は
ず
で
す
。初

心
に
戻
っ
て
日
々
勉
強
と
工
夫
を

重
ね
な
が
ら
、皆
さ
ん
に
と
っ
て

親
し
み
や
す
く
頼
り
に
な
る
存
在

に
な
れ
る
よ
う
、頑
張
り
ま
す
！

今
後
と
も
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

★
ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

　

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
５
５
６
３

　

【
法
テ
ラ
ス
江
差

　
　
  　
　

弁
護
士　

森
脇　

崇
】

法
テ
ラ
ス
江
差
通
信
通
信
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～
「
は
じ
め
ま
し
て
」
の
ご
挨
拶
～

　

国
民
年
金
は
、老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
な
く
、病
気
や
け
が
で

重
い
障
害
が
残
っ
た
時
な
ど
に
も

年
金
を
支
給
し
、思
い
が
け
な
い

人
生
の「
万
が
一
」も
サ
ポ
ー
ト
す

る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

『
義
務
と
権
利
』

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の　
20
歳

か
ら　
60
歳
ま
で
の
全
て
の
方
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、年
金
を

受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

『
加
入
の
手
続
き
』

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
１

号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、お
住

ま
い
の
市
・
区
役
所
、役
場
で
直
接

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

２
号
被
保
険
者
の
方
や
、そ
の
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
３
号
被
保
険
者
の
方
は

勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き

を
行
い
ま
す
の
で
、個
別
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

『
保
険
料
の
猶
予
・
免
除
』

　

学
生
で
あ
る
な
ど
収
入
が
少
な

い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
で
き
な
い
場
合
は
、申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免

除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
申
請
を
行
わ
ず
、保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
、「
万
が

一
」
の
時
に
障
害
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所

得
が
な
い
学
生
の
方
ご
本
人
の
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

や
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
害
が

残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、障
害

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。
経
済
的
な

理
由
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
の
た
め
に
、「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予
制

度
」も
あ
り
ま
す
。

★
問
合
せ
先　

住
民
年
金
係

　

☎
６
４
‐
３
３
１
３

ね
ん
き
ん
講
座
講
座

新
成
人
の
皆
さ
ん
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
！

★
令
和
元
年
度
檜
山
管
内
ス
ポ
ー

　

ツ
年
団
柔
道
大
会

〔　
11
月　
11

30
日　

11

30

（土）
・
厚
沢
部
町
〕

【
個
人
戦
】

☆
幼
児
の
部

〔
第
１
位
〕宮
田
稜
士
く
ん

　

（
認
定
こ
ど
も
園
し
し
ま
い
組
）

☆
小
学
校
２
年
生
の
部

〔
第
１
位
〕板
坂
彪
我
く
ん（
厚
小
）

〔
第
２
位
〕宮
田
丈
士
く
ん（
厚
小
）

☆
小
学
校
６
年
生
の
部

〔
第
２
位
〕
柴
田　

湊
さ
ん
（
厚
小
）

★ 
大
会
結
果 
★

柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

Vol.
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 素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵 ななななななななななな 過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎 ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの  ああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみあゆみ

　
　
11
月　
11

28
日　

11

28

（木）
、『
鳥
獣
対
策
技
術
会
』（
檜
山

振
興
局
等
主
催
）が
鶉
地
区
研
修
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、約　
40
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

始
め
に
、檜
山
振
興
局
担
当
者
か
ら
狩
猟

免
許
を
取
得
後
の
手
続
き
や
捕
獲
方
法
に
関

す
る
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、社
の
山
の
畑
に
て
実
地
講
習
も
行

わ
れ
、講
師
の
加
藤
政
春
さ
ん（
社
の
山
）か

ら
、エ
ゾ
シ
カ
に
気
づ
か
れ
に
く
い「
く
く
り

罠
の
設
置
方
法
や
独
自
の
工
夫
」な
ど
が
伝

授
さ
れ
ま
し
た
。

鹿鹿
な
ど
の
鳥
獣
か

鹿
な
ど
の
鳥
獣
か
らら

作
物
を
守
る
た
め

　

作
物
を
守
る
た
め
にに

技
術
を
伝

　
　

技
術
を
伝
授授

　
　
12
月　
12

10
日　

12

10

（火）
、元
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
の
選
手
で
、野
球
解
説
者
等
と
し
て
活

躍
さ
れ
て
い
る
稲
田
直
人
氏
が
厚
沢
部
中
学
校

（
玉
置
英
樹
校
長
）を
訪
れ
、『
子
ど
も
の
心
に
響

く
道
徳
事
業
』と
し
て
講
話
を
し
ま
し
た
。全
校

講
和
後
は
、各
教
室
を
周
り
、生
徒
か
ら
の
質
問

に
答
え
ま
し
た
。

　

稲
田
氏
は
講
話
で「
夢
は
大
き
く
持
つ
。で
も

目
標
は
届
く
と
こ
ろ
に
置
く
」等
自
身
の
体
験

に
基
づ
い
た
話
が
な
さ
れ
、生
徒
た
ち
に
と
っ

て
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

第　
39
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

函
館
地
方
大
会（
函
館
地
方
法
務
局
・
函
館
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
主
催
）に
お
い
て
、厚
沢
部
中

学
校
３
年
・
大
野
愛
華
さ
ん
が
優
秀
賞
（
Ｆ
Ｍ
い

る
か
賞
）を
受
賞
し
、　12
月　
12

19
日　

12

19

（木）
、表
彰
状
授

与
式
が
同
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
野
さ
ん
は「
人
権
を
当
た
り
前
に
す
る
た

め
に
」を
題
名
に
し
、
修
学
旅
行
で
学
ん
だ
沖
縄

戦
争
の
こ
と
を
テ
ー
マ
に
書
き
ま
し
た
。
沖
縄

で
学
ん
だ
こ
と
や
自
身
の
想
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
部
分
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

税
に
興
味

税
に
興
味
をを

持
っ
て
も
ら
う
た
め

　

持
っ
て
も
ら
う
た
め
にに

租
税
教
室
を
開

　
　

租
税
教
室
を
開
催催

　
　
12
月　
12

18
日　

12

18

（水）
、
税
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
た
め
、
役
場
税
務
財
政
課
の
職
員
が
鶉
小

学
校
（
本
谷
弘
之
校
長
）
５
・
６
年
生
に
租

税
教
室
（
出
前
授
業
）
を
行
い
ま
し
た
。

　

授
業
で
は
税
の
種
類
の
説
明
等
の
後
、
税

の
有
無
が
も
た
ら
す
生
活
へ
の
影
響
を
ア
ニ

メ
鑑
賞
で
学
習
。
児
童
た
ち
は
税
に
つ
い
て

の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

　

授
業
の
最
後
に
１
億
円
と
同
じ
重
さ
の
レ

プ
リ
カ
を
児
童
た
ち
に
持
っ
て
も
ら
い
、
１

億
円
の
重
さ
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
夢
は
大
き

「
夢
は
大
き
くく

目
標
は
届
く
と
こ
ろ
で

　

目
標
は
届
く
と
こ
ろ
で
」」

稲
田
直
人
氏
講
演

　
　

稲
田
直
人
氏
講
演
会会

税金の納め忘れ等はございませんか？

税に関するお問い合わせは

税務財政課課税収納係まで

　　　　　　　　　TEL：64‐３３１２

私私
た
ち
の
周
り
に
あ
る

私
た
ち
の
周
り
に
あ
る　

様
々
な
人
権
に

　

様
々
な
人
権
に
つつ
いい
てて

考
え

　
　

考
え
るる

▲（左より）玉置校長先生、大野愛華さん、岩田人権擁護委員
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寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

子
育
て
に
つ
い
て
の
悩
み
事
・
困
り
事
な
ど
あ
り
ま
し

た
ら
、い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
連
絡
先
☆　

① 
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内　

　

保
健
福
祉
課
健
康
増
進
係
（
保
健
師
・
栄
養
士
） 　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

T
E
L
：
６
４
‐
３
３
１
９ 

② 
認
定
こ
ど
も
園
は
ぜ
る
内　

　

保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
係（
保
健
師
・
保
育
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

T
E
L
：
５
６
‐
７
３
１
０

　

待
ち
に
待
っ
た
冬
休
み
！
た
く
さ
ん
の
お
休
み
、
何

し
て
遊
ぼ
う
か
な
～
と
い
う
子
た
ち
に
自
分
で
作
っ
て

遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
の
紹
介
で
す
！

（引用：寺島恵里子　著『楽しく作って賢く遊ぶ！子どもの発達を促す知育おもちゃ』株式会社日東書院本社）

 
●
紙
皿
の
円
盤
●

子
ど
も
と
遊
ぼ
う
！

も
っ
と
楽
し
く

　
　
　
　

も
っ
と
豊
か
に

子
育
て
を

21

　

円
盤
は
シ
ー
ル
を
た
く
さ
ん
張
っ
た
り
色
を

塗
っ
た
り
カ
ラ
フ
ル
に
す
る
と
飛
ば
し
て
い
る

と
き
に
色
が
混
ざ
り
お
も
し
ろ
い
で
す
！

　

上
手
に
作
れ
る
と
驚
く
ほ
ど
よ
く
飛
ぶ
！
細

か
い
作
業
も
あ
る
の
で
小
学
生
以
上
の
子
は
自

分
で
作
り
、
小
さ
な
子
は
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん

や
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
作

る
と
楽
し
い
で
す
ね
！

●
用
意
す
る
も
の

・
割
り
ば
し
（
一
膳
）

・
つ
ま
よ
う
じ
（
２
本
）

・
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ

・
紙
皿
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
蓋
な
ど

★
作
り
方

①
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
作
り
ま
す

②
円
盤
を
作
り
ま
す

　
　
11
月　
11

25
日　

11

25

（月）
、一
般
社
団
法
人

生
命
保
険
協
会
函
館
協
会（
田
邉

新
悟
会
長
）は
、町
社
会
福
祉
協
議

会（
山
畔
清
悦
会
長
）へ
認
知
機
能

の
改
善
等
に
効
果
的
な「
ふ
ま

ね
っ
と
」及
び
、健
康
器
具
の「
ス

カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ッ
ト
一
式
」を

寄
贈
し
ま
し
た
。同
協
会
で
は
、社

員
か
ら
の
募
金
を
募
り
、そ
こ
で

集
ま
っ
た
お
金
で
道
南
の
各
社
会

福
祉
協
議
会
へ
備
品
や
機
器
を
寄

贈
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
12
月　
12

19
日　

12

19

（木）
、第
一
生
命
労
働

組
合
函
館
営
業
職
支
部（
内
藤
要

一
執
行
委
員
長
）の
２
名
が
絵
本

セ
ッ
ト
を
寄
贈
す
る
た
め
認
定
こ

ど
も
園
は
ぜ
る
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

第
一
生
命
労
働
組
合
函
館
営
業

職
支
部
で
は
平
成
６
年
度
よ
り
毎

年
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開

催
。今
年
度
も
地
域
貢
献
活
動
と

し
て
バ
ザ
ー
益
金
を
活
用
し
、保

育
所
な
ど
に
絵
本
セ
ッ
ト
を
寄
贈

す
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

健
康
器
具
等
を
寄
贈

寛

感

幹

慣

干干

干干

患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患

認
定
こ
ど
も
園
へ

　

絵
本
セ
ッ
ト
を
寄
贈

寛

感

幹

慣

干干

干干

患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患

▲（左より）山畔会長、池田弘昭事務局長▲いつもたくさんの絵本をありがとうございます！

Vol.
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　鮭と相性のいい牛乳と野菜もふんだんに使用

したスープです。

　ミルクスープでカルシウムたっぷり！からだ

はポカポカ温まります。

【作り方】

①鮭は焼いて皮と骨を取り、身をほぐし
　ます。
　白菜は千切りにし湯通しします。

②玉ねぎは角切りにし、じゃが芋と一緒
　にスープで煮ます。

③野菜に火が通ったら①の鮭と白菜、
　牛乳を加えてひと煮し、塩で味を調え
　ます。

エネルギー  106kcal

塩分　   　　   0.6ｇ

今月の簡単レシピ

ササササササササササーーーーーーーーーーモモモモモモモモモモサーモンンンンンンンンンンン
チチチチチチチチチチャャャャャャャャャャウウウウウウウウウウダダダダダダダダダダチャウダーーーーーーーーーーー

【材料】（４食分）

鮭切り身                  1切れ

白菜                            1枚

玉ねぎ                     1/2個

じゃが芋    　      　　 1個 

牛乳　　　     　　1カップ

水　　　         　  2カップ

コンソメ    　      　　 1個

塩                              少々

「日本の色図鑑」

〔吉田 雪乃　監修〕

　凝った製本でまとめられた日

本の伝統の色図鑑。

　日本の美しい伝統色を、基本

の88色をベースに、関連色含め

全352色を紹介。

　イラストで絵本のようにわか

りやすく、大人も子どもも楽し

める一冊。

「刺し子の文様とこもの」

〔熊谷 裕子　著〕

　伝統的な刺し子の文様やアレ

ンジ文様など、９２種を紹介。

　巾着からポーチ、バッグなど

の小物の作り方も型紙付きで掲

載しているので、初心者でもは

じめられる。

　様々な文様が綺麗な写真でま

とめられていて、眺めていても

楽しい一冊。

　2020年、新春あけましておめでとう

ございます。

　今月は、お正月に成人式、カルタ大

会など伝統的な行事が多いことから

“和”がテーマの本をご紹介します。

 ●図書館では、お探しの資料が貸出中の場合、予約を承っ

　ています。また、リクエストや道立図書館からの貸出も

　受け付けしています。お気軽にご利用ください。

 ●問合せ先　厚沢部町図書館  ☎64‐3436 （直通）

図書館
新　書
情   報

食生活
改　善
協議会

食改さんのコメン
ト

おすすめ新着図書 サロン
活　動
報　告

【広報あっさぶは町ホームページでカラー配信しています】

　12月１日（日）、館町町内会

（山田克哉町内会長）は鶉町の

佐藤征勝さんを講師に招き、そ

ば打ち教室を館地域振興セン

ターで開催しました。

　男女合わせて15名が参加し、

佐藤さんの冗談を交えながらの

実演・講習の後、男性陣がそば

打ちに挑戦。初めてのそば打ち

に苦戦しながらも女性陣の助け

もあり、見事に完成。打ち立て

を皆さんでおいしくいただきま

した。

館
町
サ
ロ
ン

そ
ば
打
ち
教
室

15

診 療 日診 療 科
午前　月～金曜日（午前11時迄の受付）整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日・金曜日

循 環 器 内 科

午前　水曜日（初診受付11時迄） 
午後　6.20日（月）
＜再診のみ（再診受付完全予約制）＞
午前10時迄受付7.21日・午前11時迄受付27日
午後　木曜日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日

呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日 （外科は17.24日）総合診療(外科)

午前　月～金曜日小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日（初診完全予約制）精 神 科

午前　月～金曜日産 婦 人 科

午前　7.8.15.16.21.22.29.30日
午後　15.29日　　　　　　（初診受付11時迄）

耳 鼻 咽 喉 科

午前　16.30日（予約以外の方は10時迄に受付）
午後　8.15.22日

眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

午前　10.24日神 経 内 科

１月の外来診療

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分

午前・・・18時00分～11時30分（初診は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

北北北北北北北北北北北北北北北北北北北北海海海海海海海海海海海海海海海海海海海海道道道道道道道道道道道道道道道道道道道道立立立立立立立立立立立立立立立立立立立立江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院北海道立江差病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡5555555555555555555522222222222222222222--------------------0000000000000000000000000000000000000000333333333333333333336666666666666666666652-0036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

※診療日は予定であり、変更になる場合もあります。

「そうは言っても、痛いのでしょ？」

★★★ 看護師等の職員を募集しています ★★★
　正規看護師・助産師と看護師＆准看護師＆看護助手の臨
時職員を募集しています。院内保育所の利用や勤務時間も
ご相談ください。是非一緒に働きましょう。連絡お待ちし
ています。 〔TEL 52-0036（内線202）総看護師長  廣野〕

　先月号に載せた「血尿の検査の新兵器」で紹介したよ

うに検査が大事なことはわかったと思いますが、皆さん

の中には検査は痛いんじゃないかと心配される方も多

いと思います。しかし当院では、尿道の走行に合わせて

屈曲する細くて柔らかい管を用いることと、麻酔薬を含

んだ潤滑剤を十分に使用することにより、検査の時の痛

みは昔より大幅に軽減されています。さらに、食事の制

限や検査前の注射などの前処置は必要なく、すぐに行う

事が出来ます。検査は数分で終了し、そのまま結果をお

話しできます。健康診断で尿

に血液が混じっていると言

われた方、一度でも血尿が出

たことがある方は泌尿器科

に御相談ください。

（泌尿器科医長　田中吉則）

★★★糖尿病教室のお知らせ ★★★
ご興味のある方は是非ご参加ください。
日時　９日、１６日　　１２：３０～
　　　２３日、３０日　　１１：００～
場所：江差病院１階ロビー　会計横スペース

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院へご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

 『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババスススススススススススススススススススス』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』ののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案『無料送迎バス』のご案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

１月の外来診療

診 療 日診 療 科

  月～金曜日（祝祭日は休診）
内 科

外 科

７日（火）・８日（水）

21日（火）・22日（水）
眼 科 

厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚厚沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢沢部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院厚沢部町国保病院 〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡℡6666666666666666666644444444444444444444－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－3333333333333333333300000000000000000000333333333333333333336666666666666666666664－3036〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕 かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららののののののののののののののののののののからの おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ららららららららららららららららららららせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせお知らせ

　国保病院と館・鶉間を往復する送迎バスを火・

木曜日に運行していますので、ご利用ください。

 　　     停車場所　　　       　    出発時間

　① 旧館診療所前　 　　　 　午前8時30分

　② 館地域振興センター　  午前8時30分過ぎ

　③ 鶉学校前バス停　　　 　 午前8時50分

　④ 鶉地区研修センター     午前8時50分過ぎ

　⑤ 国保病院　　　　　　  　午前9時10分

※帰路は利用者全員の診療終了後

　国保病院前を出発します。

（帰路：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

運行日：毎週火・木曜日
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行

２

 
＆ 事

お

知
ら
せ

１ 
＆

運
転
免
許
更
新
時
講
習

◎
江
差
町
文
化
会
館

☆
１
月
７
日　

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

13
時
～　

13

13
時　

13

13

30
分

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　

14
時　
14

15
分
～　

14

15

16
時　

14

15

16

15
分

☆
１
月　
23
日　
23

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

13
時
～　

13

13
時　

13

13

30
分

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　

14
時
～　

14

15
時

◆
初
回
更
新
者
講
習

　
　

15
時　
15

45
分
～　

15

45

17
時　

15

45

17

45
分

樺
樺
樺
樺
樺

１
月
の
休
日
当
番
医

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間：

９
時
～　
17
時
）

電話番号病　院　名当 番 日

52‐0036道立江差病院1日（祝） 

62‐2331乙部町国保病院2日（木） 

64‐3036厚沢部町国保病院
3日（金） 

67‐2856（ドラッグストアまるや）

52‐0036道立江差病院5日（日） 

52-1070佐々木病院12日（日） 

62‐2331上ノ国診療所13日（祝） 

52-1366勤医協江差診療所19日（日） 

52‐0036道立江差病院26日（日） 

  ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
12月31日（火）～１月５日（日）は正月休みのため受入れできません。
　１月25日（土）は休日のため当施設へのゴミの搬入はできません。

【問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）】 

檜
山
地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

○
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー（
補
講
）

◆
日
程　

１
月　
16
日　
16

（木）

◆
時
間　

９
時
～　
14
時

◆
定
員　
　

10
名

◆
受
講
料　

１
２
，０
０
０
円

◆
申
込
締
切　

１
月
７
日　

（火）

○
車
両
系（
整
地
等
）運
転
技
能
講
習

◆
日
程　

１
月　
17
日　
17

（金）
／　

17

（金）

18
日　

17

（金）

18

（土）

◆
時
間　

８
時　
30
分
～　

30

18
時

◆
定
員　
　

10
名

◆
受
講
料　

４
５
，０
０
０
円

◆
申
込
締
切　

１
月
７
日　

（火）

鹿
子
舞
交
流
会
開
催

の
お
知
ら
せ

　

伝
統
芸
能
で
あ
る
各
地
区
の
鹿

子
舞
が
一
堂
に
集
う『
鹿
子
舞
交

流
会
』
が
次
の
通
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
鹿
と
獅
子
が
楽
し
く
踊
る
素

敵
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、ぜ
ひ
皆
様
来
場
し
伝
統

芸
能
を
肌
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
！

◆
日
程　

１
月　
19
日　
19

（日）

◆
時
間　
　

10
時
～　

10

12
時

◆
場
所　

あ
ゆ
み
交
流
ホ
ー
ル

２
月
７
日
は

「
北
方
領
土
の
日
」

　

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
が
始

ま
っ
て
か
ら　
60
年
以
上
を
経
過
し

た
今
で
も
、領
土
返
還
へ
の
具
体

的
な
道
筋
は
見
え
て
お
り
ま
せ

ん
。

　

北
海
道
で
は
、
毎
年
１
月　
21
日

か
ら
２
月　
20
日
ま
で
を「
北
方
領

土
の
日
特
別
啓
発
期
間
」と
し
て
、

○
玉
掛
け（　
19
Ｈ
／　

19

15
Ｈ
）

◆
日
程　

１
月　
19
日　
19

（日）
～　

19

（日）

21
日　

19

（日）

21

（火）

◆
時
間　

８
時　
30
分
～　

30

18
時

◆
定
員　
　

10
名

◆
受
講
料

●　
19
Ｈ　

３
０
，０
０
０
円

●　
15
Ｈ　

２
５
，０
０
０
円

◆
申
込
締
切　

１
月
７
日　

（火）

○
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技

　

能
講
習（　
20
Ｈ
／　

20

16
Ｈ
）

◆
日
程　

１
月　
22
日　
22

（水）
～　

22

（水）

24
日　

22

（水）

24

（金）

◆
時
間　

８
時　
30
分
～　

30

18
時

◆
定
員　
　

10
名

◆
受
講
料　

●　
20
Ｈ　

５
１
，０
０
０
円

●　
16
Ｈ　

４
５
，０
０
０
円

◆
申
込
締
切　

１
月
７
日　

（火）

○
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講

　

習（　
31
Ｈ
／　

31

11
Ｈ
）

◆
日
程　

１
月　
25
日　
25

（土）
～　

25

（土）

28
日　

25

（土）

28

（火）

◆
時
間　

８
時　
30
分
～　

30

18
時

◆
定
員　
　

10
名

◆
受
講
料　

●　
31
Ｈ　

５
３
，０
０
０
円

●　
11
Ｈ　

２
３
，０
０
０
円

◆
申
込
締
切　

１
月
７
日　

（火）

★
申
込
先

　

檜
山
地
域
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
‐
０
１
６
０

北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
、重
点
的
に
返
還
要
求
運

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。　
　

　

町
で
は
返
還
要
求
運
動
と
し

て
、期
間
中
に
道
の
駅
あ
っ
さ
ぶ

に
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い

ま
す
。

　

我
が
国
固
有
の
領
土
で
あ
る
北

方
領
土（
国
後
島
、択
捉
島
、色
丹

島
、
歯
舞
群
島
）の
早
期
返
還
を
国

民
の
総
意
で
実
現
し
ま
し
ょ
う
。
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　1月＆2月の行事＆お知らせ ―

戸 籍 の 窓
（12月20日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（±0）2,2361,1751,0611,148下地区

（－2）660339321323鶉地区

（－2）914479435448館地区

（－4）3,8101,9931,8171,919全　町

令和元年11月末日現在

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

48件今月の寄附件数

938千円今月の寄附金額

997件
令和元年度
寄附件数累計

14,193千円
令和元年度
寄付金額累計

32,007千円前年度寄付金額

（12月20日届出分まで）

※外国人住民を含む

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日０３８１連続

令和元年12月23日現在

樺
樺

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

鶉
町
・
干
山
實
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
  　

３
０
，０
０
０
円

●
館
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー
へ

☆
館
町
・
櫻
庭
忠
雄
さ
ん
か
ら

　

そ
ば
打
ち
道
具（
こ
ね
鉢
）２
個

　
　
　
　
  
６
０
，０
０
０
円
相
当

●
町
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

　

相
模
原
市
・
林
俊
雄
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
  
１
０
０
，０
０
０
円

　

相
模
原
市
・
林
勝
子
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
  
１
０
０
，０
０
０
円

　

相
模
原
市
・
林
敏
幸
さ
ん
か
ら

　
　
　
　
　
  
３
０
０
，０
０
０
円

富　栄　平田　　浩さん（82歳）11/24

鶉　町　干山　せちさん（88歳）11/29

鶉　町　中村　亮一さん（86歳）12/27

鶉　町　干山ヨテ子さん（103歳）12/28

いつまでもおしあわせに！

山　下　　　礼  さん  緑　町

工　藤　麻　里  さん  北斗市樺

おくやみもうしあげます

下川部　和　宏  さん  稲　見

高　橋　智香子  さん  函館市樺
小　森　賢　人  さん  新　町

菊　池　麗　奈  さん  新　町樺

おたんじょうおめでとう！

新　町　中　村　 優　希 　くん  11/23
ゆうき

　   　  （直樹さん＆里歩さん）

●
町
へ
指
定
寄
付
金
と
し
て

☆
教
育
関
連
に
役
立
て
て
と

　

新
町
・
厚
沢
部
高
等
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

同
窓
会
か
ら

 　
　
　
　
　
　

６
４
，９
６
８
円

●
厚
沢
部
中
学
校
へ

☆
合
格
祈
願
に
役
立
て
て
と

　

新
町
・
神
明
社（
西
峰
鉄
三
氏
子

総
代
長
）か
ら
木
札　
27
枚
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あとがき
▼

新

年

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

皆

様

に

と

っ

て

昨

年

は

ど

の

よ

う

な

年

だ

っ

た

で

し

ょ

う

か

？

私

に

と

っ

て

は

広

報

担

当

と

な

っ

た

大

き

な

１

年

と

な

っ

た

。

▼　

12

頁

で

の

『

稲

田

直

人

氏

の

講

演

会

』

の

中

で

話

さ

れ

た

、「

夢

は

大

き

く

持

つ

。

し

か

し

目

標

は

小

さ

く

持

つ

」

と

い

う

言

葉

。

自

分

に

何

か

夢

は

あ

っ

た

の

か

と

聞

か

れ

る

と

あ

っ

た

わ

け

で

は

な

い

が

心

に

残

っ

た

言

葉

だ

。

自

分

が

中

学

生

の

頃

は

講

演

会

な

ど

つ

ま

ら

な

い

と

思

っ

て

い

た

が

大

人

に

な

り

大

事

な

機

会

で

あ

る

こ

と

に

気

づ

い

て

く

る

よ

う

に

な

っ

た

。

中

学

生

に

は

、

こ

の

よ

う

な

経

験

や

機

会

を

大

事

に

し

て

い

っ

て

ほ

し

い

と

思

う

。

▼

先

月

の

末

か

ら

悩

ん

で

い

た

新

年

号

の

表

紙

。

カ

ラ

ー

で

発

行

と

い

う

こ

と

も

あ

り

、

中

々

決

め

ら

れ

ず

に

い

た

。

そ

こ

で

ふ

と

思

い

つ

い

た

の

が

干

支

の

「

子

」

と

子

ど

も

の

「

子

」

を

か

け

る

こ

と

。

子

の

人

文

字

を

見

や

す

く

撮

る

た

め

、

ド

ロ

ー

ン

で

上

空

か

ら

撮

影

し

た

。

も

う

少

し

子

ど

も

の

表

情

が

取

れ

る

よ

う

に

工

夫

し

た

ほ

う

が

よ

か

っ

た

と

思

う

が

次

の

機

会

に

生

か

し

て

行

き

た

い

。

急

な

お

願

い

に

対

応

し

て

く

れ

た

こ

ど

も

園

の

先

生

方

、

園

児

の

皆

さ

ん

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

。

▼

十

二

支

の

最

初

と

な

る

『

子

年

』

。

紙

面

の

中

で

も

何

か

新

し

い

こ

と

を

は

じ

め

、

皆

さ

ん

に

読

ん

で

も

ら

え

る

広

報

づ

く

り

を

頑

張

り

ま

す

の

で

本

年

も

広

報

あ

っ

さ

ぶ

を

よ

ろ

し

く

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

年

末

年

始

の

食

べ

す

ぎ

に

は

チ

ュ

ウ

意

し

ま

し

ょ

う

。

　

　

　

　

　

　

　

　

（

え

び

）

　
　
12
月　
12

14
日　

12

14

（土）
、
町
認
定
こ
ど
も
園
３
歳
以
上
児
ク
ラ
ス
の
発
表

会
が
町
民
交
流
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
で
開
催
さ
れ
、
９
月
に
行
わ
れ

た
運
動
会
（
３
歳
以
上
児
）
や　
11
月
に
行
わ
れ
た
運
動
会
・
発
表

会
（
３
歳
未
満
児
）
と
続
い
た
行
事
の
ト
リ
を
飾
り
ま
し
た
。

　

器
楽
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
歌
、
遊
戯
、
舞
踊
劇
と
各
ク
ラ
ス
そ
れ

ぞ
れ
の
特
色
が
十
分
に
感
じ
ら
れ
る
発
表
に
約
４
０
０
人
の
観

衆
か
ら
た
く
さ
ん
の
拍
手
や
声
援
な
ど
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
終
盤
に
は
、
園
児
の
４
月
か
ら

の
活
動
を
記
録
し
た
写
真
が
紹
介
さ
れ
、

わ
が
子
の
成
長
に
涙
す
る
保
護
者
の
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

子ども１人ひとりが主役の発表会
　子ども達がキラキラ輝くステージ

 時 
と

 間 
き

刻 む
Λ


